
1

野口
委員長

食品ロス削減をどうやって認識してもらうかが重要。消費者等の意識を変
える必要があるので、わかりやすく、具体的な例をあげることも大切。

p20

2
山﨑委員 食品ロスの削減を行動に移すことができない方もいるので、取組の具体的な

方法をわかりやすく説明することも必要。

3
小関委員 食品ロス削減の意義は、倫理的・道徳的な話が多く、これだけで推し進める

のはきびしいこともある。
具体的なイメージがつかめるよう、食品ロスの経済的損失を記載
（全国で４兆円、廃棄物処理経費１人当たり18,300円）

p 3

01
未然防止 1

加藤
副委員長

子ども達に食品ロスの教育を行っていくことはとても大切。 p10

2
菊谷委員 家庭系の食品ロスについては、心がけて実行すれば、大幅な削減も可能。こ

のため、食育推進は非常に重要と考えている。

3 伊槻委員 食材の過剰除去を抑制することでも食品ロスは削減できる。 過剰除去に関する文言を本文に記載 p15

4

犬島委員 賞味期限が近いというだけで廃棄される食品が多いという現状は残念。認知
度はあがってきているが、てまえどりの更なる推奨や食品を適切に割引いた
りするなどの仕組みが広がることを期待

消費者の役割に「てまえどり」、行政の役割に、期限表示に関する
情報発信などの推進を記載

p15

5
酒井委員 食品やその場の状況にあわせて、食べ残しや直接廃棄の現状を問いかけして

いくことも必要
食べ残しや直接廃棄に関する文言を本文に記載するとともに、「家
庭での取組事例」に参考に記載

p15、p19

6

中井委員 未然防止に関する勉強会などを行っていくことが効果的。 関連する情報をメールマガジンやホームページなどで発信するとと
もに、今後も継続して食品ロス削減に関する勉強会・セミナー等を
開催

p10、p17

7
山﨑委員 もう少し、家庭系における食品ロスが削減できるのではないかと感じてい

る。
家庭系の食品ロス削減について本文に記載 p10

8
加藤
副委員長

持ち帰りは消費者としては賛成だが、計画の中では食品事業者側にも配慮し
て記載することも必要。

p15、p16

9

小関委員 持ち帰りは、提供した場所では事業者に責任があり、持ち帰った段階では消
費者の自己責任ということなどを明確にした上で取り組むべき。

02
有効活用

- ｰ -

北海道食の安全・安心委員会での各委員からの意見とパブコメを踏まえた対応方向（案）
～　第２次 北海道食品ロス削減推進計画（案）～

■各委員からの意見を踏まえた対応方向

00
計画全体

計画の文言に消費者や食品関連事業者などの役割を明記するととも
に、具体的な取組事例を参考として掲載

学校や消費者団体などの取組と連携した普及・啓発を推進すること
を本文に記載（食育推進）

「消費者」「食品関連事業者等」の役割の中で、持ち帰りは消費者
の自己責任が前提であること、事業者が衛生上の説明事項を説明し
た上で可能な範囲で持ち帰りできる旨を盛り込む
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03
連携体制 1

加藤
副委員長

知事部局と教育委員会が連携して、教育現場への伝達や栄養教諭からの啓発
等を行うことも必要。

今後においても、関係部局をはじめ、地域の教育機関などとも連携
し、食品ロス削減に資する施策を推進

p12

1
菊谷委員 事業系食品ロス発生量を現状より減らすという目標を設定することは必

要。
目標値に反映（食品ロス量を10％削減） p14、p20

2
久保委員 ビートパルプが可食部に入るのかが引っかかっていた。ビートパルプを除く

など、北海道の実情に合った形にすることが必要。
北海道の実情に合うよう、家畜の飼料等で活用されているビートパ
ルプを除いた数値で、食品ロス量や目標値などを設定

3
町村委員 食品ロス発生量の目標を１万トン減少するとしているが、具体的な取組事例

を提示するとわかりやすい。
食品ロス削減に取り組んでいる団体等の取組事例を掲載

05
その他 1

野口
委員長

道民や子ども達の意識を変えるため何らかの取組を進めるべき。例えば、副
読本を作ることも考えていった方がよいのではないか。

関係部局等と連携し、子ども向け啓発資料などの作成を検討 p18

2

伊槻委員 若い方は、YouTubeをはじめとした動画を見ることが多い。レシピサイトな
どと関連付けして、情報をうまく絡めるようにすると効果もある。

p17

3
犬島委員 具体的に家庭などで、何ができるかを伝える工夫が必要。頑張りすぎなく

てもできる行動も大事。

4
町村委員 食品ロス削減の日があるということを一般の方々が知っているのだろうか。

上手に情報発信していくことも必要。

5

犬島委員 もったいないの精神で食品ロスを減らしていくという取組は、非常に大事。
消費者にわかりやすく、行動しやすい環境づくりも大切。

p9

6

菊谷委員 食の重要性を理解してもらう教育も必要。その中で食に関する全ての事項を
身につけていった上で、もったいないという言葉を理解してもらい、食品ロ
スを減らせていけるとよい。

7

菊谷委員 食品製造業者としては、どのメーカーも食品ロスの削減は常に意識してい
るが、安定的に商品を製造して、マーケットに売り場を確保できないといけ
ない。これは、経済活動なのでなかなか難しい。

p8、p16

8

町村委員 事業系食品ロス削減については、食品を製造する立場として、なかなか難し
いと率直に思っている。どうしてやるのかということに関しては、経済的な
側面がある。

9

町村委員 食品ロスの取組について、ITなどの力で効率化するといった書きぶりがあっ
てもいいのではないか。

本文の食品製造事業者等の役割において、ＡＩを活用した需要予測
を盛り込むとともに、各団体等のＩＴを活用した取組事例を掲載

p16、p21

10
今成委員 食品ロス削減とはならないかもしれないが、発生した食品ロスの飼料化や堆

肥化など再利用に向けた取組も併せて検討いただきたい。
飼料化、肥料化などへの再利用についても本文に記載 p16、p17

※ 分類を基本方針の３本柱を基本（①未然防止、②有効利用、③連携体制）。また、計画全体と数値目標を加えて５つに分類する。

04
数値目標

食品ロス削減につながる関連情報の提供を各種メディア・媒体を有
効に活用して、わかりやすい情報の発信に努める
本文においても情報発信の促進について記載

「もったいないの心を道民運動として広げよう～一人ひとりの実践
をみんなの力で～」というキャッチフレーズを設定し、様々な機会
や各種媒体を通じて普及啓発ができるように努める

食品製造業者の現状を確認し、事業系食品ロス削減の推進に向けた
各種施策を進めていく
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1

個人 「どさんこ愛食食べきり運動」を市町村等と連携し推進していることや、
第５次食育推進計画に食品ロス削減を位置付けていることを記載してはど
うか

ご意見のあったとおり、道で行ってきた各種取組などを計画本
文などに記載

p19

2

団体 食品ロスの視点として「個人での取組」「組織での取組」の二つから整理
しているが、その中間概念として「地域」という視点も必要ではないか。

「個人での取組」「組織での取組」の二つの視点を起点とし、
「地域」へ波及させるため、行政や様々な団体が連携して食品
ロス削減の取組を推進する

p10

01
未然防止

1

団体 「家庭での取組を実践」を「家庭や日常生活での取組を実践」に「学校や
消費者団体等への普及啓発」を「学校や消費者団体等を通じての普及啓
発」などの表現にしてはどうか。

本文作成に関する意見として参考とする p10

2
個人 消費者の取組事項として、「家庭での食材の皮の剥きすぎや廃棄を削減す

る取組」を記載してはどうか。
皮の剥きすぎを含めた過剰除去については、本文に記載 p10

3
個人 事業者の取組事項として、「事業者の食べ残し廃棄等を削減する取組と理

解促進」を記載してはどうか。
外食時の食べ残しに関する文言を本文に記載 p11

4
団体 食品製造時のロス削減や需要予測の向上、保存方法の改善を記載してはど

うか。
製造工程の見直しによる廃棄の削減やＡＩを活用した需要予測
の高精度化などの内容を本文に記載

p16

02
有効活用 1

個人 有効活用の取組事項として、「食材の皮や規格外品の有効活用」を記載し
てはどうか。

規格外品の有効活用に関する文言を本文に記載 p16

04
数値目標 1

団体 事業系の食品ロス発生量が減っているので、丁寧な説明があった方がよ
い。

数値目標や食品ロスの発生量は、できるだけ分かりやすく説明
できるよう検討

p14

※分類を基本方針の３本柱を基本（①未然防止、②有効利用、③連携体制）。また、計画全体と数値目標を加えて５つに分類する。

■パブリックコメント（大人）を踏まえた対応方向

00
計画全体
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00
計画全体 1

小学生 いいと思うし食品ロスは、減らすべきだと思う。 食品ロス削減の取組を道民の皆様と一緒に協力して推進 p18

1

小学生 私は食品ロスのことをあまり考えていなかったけど、学校の給食
を残してしまったら食品ロスになってしまいそうだからじぶんで
食べられる量だけ食べたいと思いました。

いただいたご意見も参考に、必要な施策に取り組む。給食の時
間をはじめ、各教科等において、食品を選ぶ力や食べ物に対す
る感謝の心を育むことなどを通じて、食品ロスを減らすことに
対する理解を深める取組を推進

p18

2

小学生 自分が食べられる量を注いで食べるのがいいと思う。しかし迷惑
行為で食品ロスを増やされるかもしれないから、警察に通報する
か注意するかのポスター作って貼ると良い

食べきり運動のポスター掲示などを通じ、食品ロス削減に関す
る取組を推進

p19

3
中学生 良いと思います。食べ物の大切さやつくる人の努力を知るいい機

会です
どのように食べ物が作られ、食卓まで届くのかを、出前授業な
どを通じて丁寧に情報発信をしていく

p17

4
小学生 もう少し面白くてワクワクするようなイベントがほしい。 少しでも興味をもっていただけるイベントが開催できるように

努める
p17

5
小学生 子供とかお年寄りの人でもできる企画とかのほうがいいと思う。 幅広い世代が取り組めるイベントの開催を検討していく p17

6

小学生 食品ロスはいけないことだし、当たり前のように毎日朝昼晩と
色々なご飯を食べてるけど、作ってる側からすると頑張って、心
を込めて作っているから残さな無いようにしたいと思いました。

もったいないの心を大切にし、分かりやすい情報発信に努める p10

02
有効活用 1

小学生 野菜も食べられるけど小さかったり傷んだりしていて売れないも
のがたくさんあるので、ぶこつ野菜コーナーも広くしていいと思
います。

規格外の農産物等の販売をはじめとした、食品ロス削減につな
がる取組の情報発信を継続して進めていく

p16

※分類を基本方針の３本柱を基本（①未然防止、②有効利用、③連携体制）。また、計画全体と数値目標を加えて５つに分類する。

01
未然防止

■こども向けパブリックコメントを踏まえた対応方向
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